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報
告
一

少�

子
高
齢
化
時
代
の
新
た
な
る
大
学
像
を
求
め
て�

―
―
慶
應
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
構
想
の
提
言
―
―

玉
井　

清

　

周
知
の
よ
う
に
、
現
代
日
本
は
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、

そ
の
波
は
大
学
に
も
及
ん
で
い
る
。
大
学
入
学
適
齢
の
一
八
歳

人
口
は
、
一
九
九
二
年
の
二
〇
五
万
人
を
頂
点
に
減
少
に
転
じ
、

二
〇
一
二
年
に
は
一
一
九
万
人
と
半
数
近
く
減
じ
て
い
る
。
今

後
も
減
少
傾
向
は
続
き
、
二
〇
三
二
年
に
は
一
〇
〇
万
人
を
切

り
、
二
〇
四
〇
年
に
は
約
八
八
万
人
に
ま
で
落
ち
込
み
、
最
大

時
の
四
割
程
度
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
か
か
る
少

子
化
の
傾
向
は
、
既
に
少
な
か
ら
ぬ
大
学
に
定
員
割
れ
を
も
た

ら
し（

（
（

、
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
大
学
も
出
現
し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
大
学
は
生
き
残
り
を
か
け
種
々
の
対
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
が
留
学
生
の
積
極
的
な
受

け
入
れ
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
定
員
充
足
を
目
指
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
約
五
万
人
だ
っ
た
留
学
生
が
、
二
〇
一
八
年
に

は
約
二
〇
万
人
と
約
四
倍
に
達
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
証
左
で

あ
ろ
う（

（
（

。
し
か
し
、
そ
の
急
増
は
、
留
学
生
の
質
の
低
下
を
招

き
、
彼
ら
に
つ
い
て
種
々
の
不
祥
事
が
起
こ
り
メ
デ
ィ
ア
を
騒

が
す
ま
で
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。
し
か
も
、
一
八
歳
人
口
を
見
る
な

ら
ば
、
最
大
時
か
ら
二
〇
一
九
年
時
点
で
既
に
八
〇
万
人
減
に

な
っ
て
い
る
の
で
大
学
進
学
率
の
五
割
余
に
鑑
み
る
と
、
た
と

え
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
も
二
〇
万
人
で
は
、
減
少
分
を
十
分

穴
埋
め
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
、
大
学
が
生
き
残
り
を
か
け
た

対
策
と
し
て
、
い
か
な
る
方
策
が
可
能
か
、
さ
ら
に
慶
應
義
塾

大
学
の
場
合
、
い
か
な
る
対
策
が
有
効
か
、
大
学
の
将
来
像
を

も
含
め
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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第
1
章　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
容

　

既
述
の
よ
う
に
、
少
子
化
の
波
は
一
八
歳
前
後

の
大
学
入
学
適
齢
者
人
口
の
減
少
を
招
き
大
学
経

営
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
は
年
を
経
る
に
従

い
加
速
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
少
子
高
齢
化
の
内
の
後
者
、
す
な
わ
ち
高
齢

化
は
、
大
学
に
順
風
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

に
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
表
1
は（

（
（

、
一
五
歳
か

ら
二
四
歳
ま
で
の
大
学
入
学
を
考
え
始
め
る
高
校

や
大
学
現
役
世
代
の
年
齢
の
Ａ
層
と
、
大
学
卒
業

の
二
五
歳
以
上
～
七
四
歳
ま
で
の
Ｂ
層
の
全
人
口

に
し
め
る
割
合
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
に
は
、
Ａ
が
一
九
％
に
対
し
Ｂ
が
五
五
％
で

あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
に
は
、
Ａ
が
一
五
％
に

対
し
Ｂ
が
六
一
％
、
二
〇
一
五
年
に
は
、
Ａ
が
一

〇
％
に
対
し
Ｂ
が
六
五
％
に
な
っ
て
い
て
、
Ａ
層

の
減
少
と
Ｂ
層
の
急
増
を
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、

表
2
に（

（
（

見
る
よ
う
に
、
企
業
定
年
、
さ
ら
に
は
年

金
受
給
年
代
の
六
〇
歳
～
七
四
歳
ま
で
の
人
口
増

加
の
実
際
を
見
る
と
、
六
〇
～
六
四
歳
は
、
一
九

九
〇
年
の
六
七
五
万
人
が
二
〇
一
五
年
に
は
八
四

総人口
（千人）

15 ～ 24 歳
（千人）

対総人口割合
（％）

25 ～ 74 歳
（千人）

対総人口割合
（％）

1950 83200 16294 20 36419 44

1955 89276 17029 19 41061 46

1960 93419 17627 19 46099 49

1965 98275 19921 20 51314 52

1970 103720 19724 19 56960 55

1975 111940 17027 15 64838 58

1980 117060 16123 14 69753 60

1985 121049 17187 14 73107 60

1990 123611 18807 15 76019 61

1995 125570 18453 15 79801 64

2000 126926 15940 13 83468 66

2005 127768 13974 11 84569 66

2010 128057 12618 10 84408 66

2015 127095 12145 10 82681 65

表 1　全人口に占める大学入学適齢層と社会人層との比率の経年変化
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六
万
人
に
な
り
、
一
七
一
万
人
増
の
二
五
％
増
、
六
五
～
六
九

歳
は
、
一
九
九
〇
年
の
五
一
〇
万
人
が
二
〇
一
五
年
に
は
九
六

四
万
人
に
な
り
、
四
五
四
万
人
増
の
八
九
％
増
、
七
〇
～
七
四

歳
は
、
一
九
九
〇
年
の
三
八
二
万
人
が
二
〇
一
五
年
に
は
七
七

〇
万
人
に
な
り
、
三
八
八
万
人
増
の
一
〇
二
％
増
と
、
老
壮
世

代
の
増
加
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
均
年
齢
も
、

（
千

人
）

年
総

人
口

15～19歳
20～24歳

25～29歳
30～34歳

35～39歳
40～44歳

45～49歳
50～54歳

55～59歳
60～64歳

65～69歳
70～74歳

75～79歳
80～84歳

85～
歳

1950
84115

8669
7804

6246
5254

5095
4525

4042
3421

2780
2329

1789
1296

694
279

97

1955
90077

8709
8476

7663
6163

5115
4981

4398
3877

3228
2518

1983
1393

876
378

134

1960
94302

9380
8391

8280
7576

6083
5058

4851
4231

3667
2953

2179
1577

963
488

191

19 65
99209

10948
9128

8435
8325

7554
6005

4959
4691

4030
3369

2581
1760

1106
533

253

1970
104665

9167
10728

9148
8441

8273
7394

5920
4841

4455
3752

3005
2150

1280
657

300

1975
111940

7949
9072

10795
9246

8422
8224

7361
5782

4674
4284

3449
2576

1641
809

391

1980
117060

8272
7841

9041
10772

9202
8338

8090
7200

5614
4465

3965
3023

2037
1094

529

1985
121049

8980
8201

7823
9054

10738
9135

8237
7933

7000
5406

4193
3563

2493
1433

785

1990
123611

10007
8800

8071
7788

9004
10658

9018
8088

7725
6745

5104
3818

3018
1833

1122

1995
125570

8558
9895

8788
8126

7822
9006

10618
8922

7953
7475

6396
4695

3289
2301

1578

2000
12 6926

7488
8421

9790
8776

8119
7800

8916
10442

8734
7736

7106
5901

4150
2615

2233

2005
127768

6568
7351

8280
9755

8736
8081

7726
8796

10255
8545

7433
6637

5263
3412

2925

2010
128057

6063
6426

7293
8341

9786
8742

8033
7644

8663
10037

8210
6963

5941
4336

3795

2015
127095

6008
5968

6410
7291

8316
9732

8663
7930

7515
8455

9644
7696

6277
4961

4885

表
2　
世
代
別
人
口
変
化
の
推
移
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一
九
六
〇
年
に
は
、
男
性
六
五
・
三
二
歳
、
女
性
七
〇
・
一
九

歳
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
に
は
、
男
性
七
五
・
九
二
歳
、

女
性
八
一
・
九
〇
歳
、
二
〇
一
六
年
で
は
、
男
性
八
〇
・
九
八

歳
、
女
性
八
七
・
一
四
歳
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。
半
世
紀
余
の
間
に
、

日
本
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
共
に
一
五
歳
以
上
も
伸
び
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
う
し
た
少
子
高
齢
化
の
波
は
、
若
い
世
代
の
労
働
人
口
の

減
少
に
つ
な
が
る
た
め
、
政
府
は
、
海
外
か
ら
の
労
働
者
の
移

入
、
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
女
性
就
業
者
比
率
の
増
加

を
目
指
し
た
出
産
や
子
育
て
環
境
の
改
善
、
定
年
延
長
な
ど
に

よ
る
高
齢
者
の
労
働
市
場
へ
の
参
入
促
進
等
、
の
施
策
を
推
進

し
て
い
る
。

　

他
方
、
こ
の
よ
う
に
平
均
寿
命
が
伸
び
、
高
齢
者
の
層
が
厚

く
な
る
社
会
構
造
は
、
大
学
へ
の
新
た
な
需
要
と
期
待
を
生
み

出
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
既
述
の
平
均
年
齢
の
伸
び
に
加
え
、

六
〇
歳
前
後
か
ら
の
定
年
の
延
長
が
進
む
こ
と
を
考
え
る
と
、

従
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
人
生
プ
ラ
ン
の
設
計
が
可
能
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
五
〇
歳
後
半
頃
か
ら
定
年
を
見

越
し
た
第
二
の
人
生
プ
ラ
ン
の
設
計
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
に
大
学
で
の
学
び
を
頭
に
浮
か
べ

る
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
六
〇
歳
前
後
に
な
る
と
、
子
育

て
も
終
わ
り
子
供
達
も
社
会
に
巣
立
ち
、
時
間
と
精
神
的
余
裕

が
生
ま
れ
る
。
し
か
も
、
平
均
年
齢
が
八
五
歳
近
く
に
達
し
て

い
る
た
め
二
〇
～
三
〇
年
の
人
生
が
残
さ
れ
る
。

　

生
活
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
も
、
従

前
同
様
、
会
社
組
織
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た
飲
み
会
、
ゴ
ル
フ
、

麻
雀
に
は
満
足
で
き
ず
、
仕
事
を
離
れ
た
異
分
野
の
人
と
の
交

流
、
異
な
る
こ
と
へ
の
挑
戦
、
そ
の
た
め
の
模
索
が
始
ま
る
。

そ
れ
ま
で
必
ず
し
も
活
発
で
な
か
っ
た
高
校
や
大
学
の
同
期
会

が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
そ
の
世
代
特
有
の
現
象

で
あ
り
、
そ
れ
は
単
な
る
郷
愁
だ
け
で
な
く
、
精
神
と
時
間
の

余
裕
が
生
ま
れ
る
中
、
仕
事
と
は
離
れ
た
人
々
と
の
交
流
を
求

め
る
現
象
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
学
び
、

あ
る
い
は
学
び
直
し
の
場
と
し
て
の
大
学
は
、
自
ら
の
人
生
を

豊
か
に
す
る
魅
力
的
な
知
的
空
間
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。

　

若
い
時
の
大
学
進
学
は
、
高
校
生
活
の
中
で
半
ば
自
明
の
こ

と
と
さ
れ
、
同
世
代
の
生
活
空
間
の
波
に
乗
っ
て
の
選
択
で
あ

る
場
合
が
殆
ど
で
あ
ろ
う
。
将
来
の
就
職
を
考
え
て
の
、
あ
る

い
は
先
生
や
親
の
助
言
を
加
味
し
て
の
選
択
、
進
学
し
な
い
選

択
肢
を
含
め
知
的
関
心
に
基
づ
く
各
人
の
自
主
的
判
断
の
余
地

は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
前
と
は
異
な
り
、
大
学
開
催
の
オ
ー
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プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
、
大
学
側
も
研
究
分
野
の
紹
介
を
積
極

的
に
行
い
、
受
験
生
も
そ
う
し
た
機
会
を
利
用
し
て
大
学
や
学

部
の
選
択
を
行
っ
て
は
い
る
も
の
の
限
界
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
結
果
、
大
学
入
学
後
、
自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
合
致

し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
も
、
就
職
の
こ
と
を
考
え
そ
の

ま
ま
卒
業
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
。
そ
の
後
、
社
会
に
出

て
仕
事
に
専
心
し
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
せ
ば
過
ご
す
ほ
ど
、

自
ら
の
精
神
的
豊
か
さ
を
求
め
、
仕
事
と
は
異
な
る
分
野
に
興

味
と
関
心
が
生
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
精
神
的
、
時
間
的
余

裕
を
持
つ
こ
と
は
難
し
く
、
余
暇
や
趣
味
に
止
ま
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
仕
事
や
家
庭
で
の
制
約

か
ら
解
放
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
解
放
が
見
越
せ
る
よ
う
な
年
代

に
な
る
と
、
自
分
の
知
的
関
心
の
赴
く
ま
ま
、
自
由
に
学
ぶ
こ

と
へ
の
欲
求
が
澎
湃
と
湧
き
上
が
る
。
社
会
で
の
地
位
や
名
誉

と
は
関
係
な
く
、
知
的
好
奇
心
の
趣
く
ま
ま
「
真
に
学
び
た
い

と
思
う
こ
と
を
学
ぶ
」、
学
問
の
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
人
々

の
誕
生
で
あ
る
。
従
前
な
ら
ば
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
願
望
が

生
ま
れ
て
も
、
生
物
的
年
齢
の
限
界
が
あ
り
そ
れ
を
実
行
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
平
均
年
齢
の
伸
長
は
そ
れ
を
可
能

に
す
る
。

　

こ
う
し
た
人
々
は
自
ら
の
関
心
に
基
づ
く
読
書
を
し
、
大
学

や
メ
デ
ィ
ア
、
自
治
体
や
各
種
団
体
が
開
催
す
る
講
演
会
や
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
参
加
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

も
の
足
り
ず
よ
り
深
い
本
格
的
な
研
究
を
行
っ
て
み
た
い
、
そ

の
た
め
に
大
学
で
学
び
た
い
と
考
え
る
人
々
が
増
加
し
て
く
る
。

文
科
省
が
推
進
し
て
い
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
は
、
名
称

だ
け
見
れ
ば
そ
の
一
環
に
見
え
る
が
、
そ
の
目
的
は
実
務
家
養

成
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
社
会
に
適
応
で
き
る
人
材
養
成
が
主
眼
に
あ

り（
（
（

、
社
会
や
仕
事
に
貢
献
す
る
即
効
性
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

本
稿
も
、
文
科
省
が
目
指
す
よ
う
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
排
除

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
「
学
問
す
る
こ

と
自
体
が
楽
し
い
」
か
ら
学
ぶ
、
自
足
の
喜
び
を
実
感
で
き
る

大
学
の
将
来
像
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
目
指
す
。
大
学
は
、

合
目
的
で
な
い
知
的
空
間
こ
そ
が
貴
重
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
結

果
と
し
て
誰
も
が
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
「
社
会
に
役

立
つ
」
発
想
や
改
革
提
言
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

実
務
教
育
と
離
れ
た
中
高
齢
者
向
け
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は

い
か
な
る
社
会
的
貢
献
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
は
、
自
己
満
足

に
終
始
し
社
会
的
コ
ス
ト
の
増
大
を
招
く
だ
け
で
は
な
い
か
と

の
懸
念
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
務
を
経
験

し
て
い
る
者
が
、
実
務
を
離
れ
た
基
礎
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
結
果
と
し
て
新
た
な
発
想
に
基
づ
く
、
社
会
に
貢
献
す
る
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新
た
な
成
果
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、

理
系
畑
の
実
務
経
験
の
あ
る
人
が
文
系
の
研
究
を
す
る
、
逆
に

文
系
畑
の
実
務
経
験
の
あ
る
人
が
理
系
の
研
究
を
行
う
、
文
科

省
が
推
進
す
る
文
系
と
理
系
を
架
橋
す
る
、
あ
る
い
は
融
合
す

る
研
究
も
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
従
前

の
大
学
入
学
適
齢
者
と
は
異
な
る
層
の
知
的
好
奇
心
を
も
し
っ

か
り
受
け
止
め
る
場
と
し
て
の
大
学
の
構
築
が
求
め
ら
れ
、
そ

れ
こ
そ
大
学
の
真
の
あ
る
べ
き
理
想
の
姿
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
立
ち
、
慶
應
義
塾
大
学
の
事

例
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

第
2
章　

�

慶
應
義
塾
大
学
に
お
け
る
生
涯
教
育
の
現
状
と�

そ
の
変
容

　

慶
應
義
塾
も
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
即
し

「
生
涯
教
育
」
の
充
実
を
推
進
し
て
い
る
。
慶
應
義
塾
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
生
涯
教
育
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り（

（1
（

、
そ
こ
に

は
一
般
に
開
か
れ
た
種
々
の
講
座
や
、
従
前
よ
り
慶
應
義
塾
が

提
供
し
て
い
る
教
育
制
度
の
中
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

途
に
つ
い
て
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

慶
應
丸
の
内
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
夕
学

五
十
講
」、
本
年
（
二
〇
一
九
年
）
よ
り
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

講
さ
れ
る
「
慶
應
義
塾　
三
田
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
そ

の
典
型
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
も
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

種
々
の
講
演
会
や
講
座
が
開
催
さ
れ
関
係
者
や
卒
業
生
（
塾

員
）
に
情
報
提
供
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て

い
る
も
の
も
多
い
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
で
の
社
会
人

入
試
、
学
部
に
お
け
る
学
士
入
学
、
学
部
大
学
院
に
お
け
る
特

別
学
生
（
科
目
等
履
修
生
、
研
究
生
〈
大
学
院
の
み
〉）、
通
信
教

育
な
ど
が
、
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
一
九
九
〇
年
よ
り
慶
應
義
塾
の
教
壇
に
立
つ
機
会

を
与
え
ら
れ
、
以
後
三
〇
年
近
く
近
代
日
本
政
治
史
の
授
業
を

担
当
し
て
い
る
が
、
前
章
で
紹
介
し
た
高
齢
者
の
学
び
の
需
要

が
大
学
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
ま
ず
、
社
会

の
中
で
し
か
る
べ
き
地
位
に
あ
っ
た
人
で
学
び
直
し
を
希
望
す

る
人
が
、
学
部
大
学
院
の
授
業
に
参
加
す
る
事
例
が
少
な
か
ら

ず
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
学
部
の
学
士
入
学
や
大
学
院
の
社

会
人
入
試
を
通
じ
た
正
規
課
程
の
学
生
と
し
て
、
学
部
や
大
学

院
の
特
別
学
生
と
し
て
、
千
差
万
別
で
は
あ
る
が
慶
應
義
塾
の

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
上
で
学
ぶ
中
高
年
者
が
出
現
す
る
、
従
前
に

は
な
い
傾
向
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
、
慶
應
義
塾
の
通
信
教
育
の
変
容
に
お
い

て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
慶
應
義
塾
は
、
昭
和
二
三
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（
一
九
四
八
）
年
、
大
学
通
信
講
座
を
開
講
し
、
同
二
五
（
一
九

五
〇
）
年
、
文
部
省
の
認
可
を
得
て
以
来
、
長
い
通
信
教
育
の

歴
史
を
有
し
て
い
る
。
発
足
当
初
は
、
戦
争
や
家
庭
の
事
情
で

大
学
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
を
主
対
象
に
し
て
い
た
。

慶
應
義
塾
の
通
信
課
程
は
、
①
普
通
課
程
（
高
校
卒
）、
②
特

別
課
程
（
短
大
卒
）、
③
学
士
課
程
（
大
学
卒
）
の
三
課
程
を
設

け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
課
程
の
比
率
の
推
移
を
見
る
と
興
味
深

い
事
実
が
浮
か
び
あ
が
る
。
表
3
に
示
す
よ
う
に
、
一
九
七
〇

年
に
お
い
て
は
、
①
の
普
通
課
程
の
学
生
が
全
体
の
八
一
％
を

占
め
、
③
の
学
士
課
程
は
四
％
に
止
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

③
の
学
士
課
程
の
比
率
は
微
増
傾
向
を
示
し
一
九
九
〇
年
に
は

一
六
％
に
な
り
、
逆
に
①
の
普
通
課
程
は
微
減
傾
向
を
示
し
七

〇
％
に
減
少
し
て
い
る
。
①
の
普
通
課
程
の
一
割
減
が
、
③
の

学
士
課
程
の
一
割
増
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
か
か
る
傾
向

は
、
加
速
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
八
年
時
点

で
、
①
の
普
通
課
程
は
四
五
％
、
③
の
学
士
課
程
は
四
三
％
に

な
っ
て
い
る
。
③
の
学
士
課
程
の
占
め
る
比
率
が
、
①
の
普
通

課
程
の
そ
れ
に
迫
り
、
③
の
学
士
課
程
が
全
体
の
半
数
近
く
を

占
め
る
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
上
回
る
時
代
が
、
そ
う
遠
く
な

い
内
に
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
既
に
大
卒
の
資
格
を
持

ち
な
が
ら
、
大
学
で
の
学
び
直
し
を
希
望
す
る
者
が
増
加
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
の
通
信
教
育
は
、
文
学
部
、
経
済

学
部
、
法
学
部
の
三
学
部
が
参
加
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

特
段
、
文
科
省
が
推
進
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
流
れ
に
沿
う

実
務
を
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

　

右
の
学
士
課
程
の
学
生
の
中
に
は
、
医
学
を
含
む
理
系
の
修

士
や
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者
、
国
か
ら
地
方
ま
で
、
各
種
の

議
員
や
地
方
自
治
体
職
員
、
民
間
企
業
の
要
職
に
あ
る
者
な
ど
、

知
的
関
心
と
研
究
意
識
は
高
く
、
必
修
と
な
っ
て
い
る
卒
論
執

筆
に
際
し
て
は
、
修
士
論
文
レ
ベ
ル
の
内
容
を
書
き
上
げ
る
者

も
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
文
科
省
は
、
文
理
融
合
の
研
究
教
育

の
推
進
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
慶
應
義
塾
の
通
信
教
育
課
程

で
は
、
理
系
の
実
務
経
験
を
持
つ
者
が
文
系
の
分
野
を
学
ぶ
こ

と
は
既
に
行
わ
れ
て
い
て
予
期
せ
ぬ
化
学
反
応
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
期
待
で
き
る
。
こ
う
し
た
歴
史
と
経
験
を
持
つ
慶
應
義

塾
の
通
信
教
育
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
生
涯
教
育
を
推
進
す

る
際
の
中
核
を
担
う
潜
在
能
力
を
持
つ
と
言
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
も
従
前
と
は
異
な
る
年
齢
層
の
大
学

へ
の
期
待
と
需
要
は
、
前
出
の
年
齢
別
人
口
構
成
に
鑑
み
れ
ば
、

増
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今

後
の
大
学
は
、
一
八
～
二
二
歳
前
後
の
若
年
層
だ
け
を
対
象
と
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年度 新入生 学士 特別 普通

1970 3528   154（ 4 ） 4 74（13）2875（81）

1971 3400   175（ 5 ） ― ―

1972 2721   233（  9） ― ―

1973 3746   373（10） ― ―

1974 3524  54 0（15） 4 06（12）2578（73）

1975 2858  446 （16）  384（13）2028（71）

1976 4004  5 73（14） 5 32（13）2899（72）

1977 3750  5 27（14） 4 95（13）2728（73）

1978 3451  5 29（15） 4 83（14）2439（71）

1979 3336  5 36（16） 5 08（15）2292（69）

1980 3071  44 9（15） 4 76（15）2146（70）

1981 3149  5 94（19） 4 20（13）2135（68）

1982 2832  5 73（20）  396（14）1863（66）

1983 3088  6 09（20） 46 2（15）2017（65）

1984 3393  6 82（20） 46 7（14）2244（66）

1985 3510   758（22） 4 88（14）2264（65）

1986 3685   733（20） 54 9（15）2403（65）

1987 3884   712（18） 5 07（13）2570（66）

1988 3720  66 0（18） 5 30（14）2490（67）

1989 4030   747（19） 5 76（14）2707（67）

1990 3745  5 98（16） 5 38（14）2609（70）

1991 4814   857（18）  738（15）3219（67）

1992 4788   940（20）  830（17）3018（63）

1993 5656 1300（23）1085（19）3271（58）

1994 4430 1150（26）  924（21）2356（53）

年度 新入生 学士 特別 普通

1995 3299   851（26）  713（22）1735（53）

1996 3157   862（27） 6 85（22）1610（51）

1997 2443   725（30） 44 9（18）1269（52）

1998 2245  66 2（29） 4 89（22）1094（49）

1999 1927  5 83（30）  380（20）  964（50）

2000 2392  6 95（29） 46 3（19）1234（52）

2001 2493   769（31） 45 9（18）1265（51）

2002 1816  6 06（33）  297（16）  913（50）

2003 1581  5 26（33）  273（17）  782（49）

2004 1545  54 1（35）  264（17）  740（48）

2005 1364  4 81（35）  240（18） 64 3（47）

2006 1416  45 1（32）  243（17）  722（51）

2007 1756  6 15（35）  252（14）  889（51）

2008 1865  65 9（35）  285（15）  921（49）

2009 1841  6 35（34）  273（15）  933（51）

2010 1553  5 74（37）  226（15）  753（48）

2011 1446  5 08（35）  212（15）  726（50）

2012 1285  4 74（37）  203（16） 6 08（47）

2013 1200  4 81（40）  142（12） 5 77（48）

2014 1080  44 9（42）  142（13） 4 89（45）

2015 1393  5 70（41）  197（14） 6 26（45）

2016 1289  5 26（41）  184（14） 5 79（45）

2017 1185  45 7（39）  186（16） 54 2（46）

2018 1343  5 80（43）  162（12） 6 01（45）

括弧内は％、―は資料不在

表 3　慶應義塾通信教育の課程別比率の推移
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す
る
だ
け
で
な
く
、
中
高
齢
者
を
含
む
社
会
人
を
も
対
象
と
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
含
め
た
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
出
て
く

る
で
あ
ろ
う
。
大
学
の
学
生
の
中
に
占
め
る
社
会
人
の
割
合
に

つ
い
て
、
海
外
と
日
本
を
比
較
す
る
と
、
大
学
学
士
課
程
で
二

五
歳
以
上
の
人
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

平
均
（
二
〇
一
五
年
）
が
一
六
・
六
％
に
対
し
て
日
本
は
二
・

五
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
大
学
院
修
士
課
程
で
三
〇

歳
以
上
の
人
が
全
体
に
占
め
る
割
合
も
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平

均
が
二
六
・
三
％
に
対
し
て
日
本
は
一
二
・
九
％
と
低
く
な
っ

て
い
る
。
日
本
の
大
学
に
お
い
て
、
学
士
、
修
士
の
両
課
程
に

お
け
る
年
齢
層
が
特
定
層
に
偏
り
、
中
高
齢
者
を
含
め
た
社
会

人
入
学
者
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
将
来
に

向
け
、
日
本
の
大
学
は
、
大
学
院
と
も
に
、
そ
の
比
率
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
に
は
、

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
種
々
の
課
題
が
存
在
す
る
。
次
章

で
は
、
そ
の
点
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
対
策
を
提
示
し
て
み

た
い
。

第
3
章　

大
学
の
生
涯
教
育
推
進
を
め
ぐ
る
課
題

　

前
章
で
論
及
し
た
二
五
歳
以
上
の
中
高
齢
者
を
含
む
社
会
人

は
、
大
学
が
従
前
よ
り
主
対
象
と
し
て
い
る
一
八
～
二
二
歳
前

後
の
若
者
と
異
な
り
、
以
下
、
論
及
す
る
よ
う
な
多
様
性
を
有

す
る
。

　

第
一
は
、
年
齢
で
あ
る
。
大
学
が
従
前
よ
り
主
対
象
に
し
て

い
た
若
年
僧
は
、
浪
人
経
験
の
有
無
な
ど
、
多
少
の
差
異
は

あ
っ
て
も
、
特
定
の
年
齢
層
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
社
会
人
の
場
合
、
大
学
の
未
卒
と
既
卒
、
既
卒
の
中
で
も
大

学
卒
業
か
ら
の
年
月
の
長
短
、
仕
事
現
役
世
代
の
青
壮
年
か
ら

退
職
前
後
の
中
高
齢
者
ま
で
、
年
齢
層
は
非
常
に
幅
広
い
で
あ

ろ
う
。
第
二
は
、
職
業
も
種
々
の
分
野
に
及
び
、
職
場
の
中
の

立
場
も
中
核
を
担
う
者
か
ら
末
端
を
支
え
る
者
ま
で
、
さ
ら
に

は
専
業
主
婦
も
含
め
様
々
で
あ
る
。
第
三
に
、
家
庭
の
事
情
も
、

出
産
、
育
児
、
子
供
の
世
話
、
親
の
介
護
、
な
ど
各
人
に
よ
り

異
な
る
。
第
四
に
、
交
通
や
情
報
の
面
に
恵
ま
れ
た
都
市
部
に

居
住
す
る
人
か
ら
、
必
ず
し
も
便
利
と
は
言
え
な
い
地
方
に
居

住
す
る
人
、
さ
ら
に
は
海
外
に
居
住
す
る
人
ま
で
、
千
差
万
別

で
あ
る
。

　

以
上
の
多
様
性
か
ら
派
生
す
る
次
の
よ
う
な
諸
点
に
も
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
教
育
を
受
け
る
場
所
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
関
係
で

あ
る
。
従
前
主
対
象
と
し
て
き
た
学
生
は
、
大
学
の
周
辺
に
住

む
こ
と
が
多
い
が
、
社
会
人
の
場
合
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
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い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
が
居
住
地
に
近
い
か
否
か
以
外
に
、
働
く
場

所
と
近
い
か
否
か
、
あ
る
い
は
通
勤
途
次
に
あ
る
か
否
か
も
、

大
学
に
通
う
際
の
考
慮
の
対
象
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
大
学
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
で
あ
る
。
従
前

の
大
学
は
、
原
則
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
午
前
九
時
前
後
か
ら

午
後
六
時
前
後
ま
で
の
時
間
割
の
中
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

し
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
人
の
場
合
、
上
記
の
時
間
帯
で
通

う
こ
と
が
で
き
る
者
は
圧
倒
的
に
少
数
で
あ
ろ
う
。
早
朝
あ
る

い
は
夜
間
、
土
日
祭
日
、
有
給
を
利
用
し
た
長
期
休
暇
等
に
対

応
し
た
時
間
割
の
設
定
が
必
要
に
な
ろ
う
。

　

第
三
は
、
職
場
や
家
庭
の
協
力
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
社
会
人

が
大
学
で
教
育
を
受
け
る
場
合
、
か
か
る
理
解
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
政
府
が
掲
げ
る
「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
と
し
て
、

職
場
の
理
解
が
進
み
自
ら
の
教
育
に
投
資
す
る
た
め
の
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
れ
ば
、
そ
れ
を
大
学
で
学
ぶ
こ
と

に
振
り
向
け
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
は
、
大
学
で
学
ぶ
目
的
で
あ
る
。
現
役
世
代
は
専
門
知

識
の
獲
得
や
実
務
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
、
自
ら
の

仕
事
に
生
か
す
こ
と
、
あ
る
い
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
生
か
す

こ
と
が
目
指
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
前
と
異
な
り
今
後
は
、
若

い
優
秀
な
人
材
ほ
ど
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
転
職
す
る

可
能
性
が
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
型
経
営
の
特
徴
と
さ
れ

て
き
た
終
身
雇
用
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
ア
メ
リ

カ
型
の
流
動
性
の
高
い
労
働
市
場
が
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
し
た
状
況
下
、
経
営
者
は
日
本
企
業
の
強
み
を
生
ん
だ
社

内
教
育
へ
の
投
資
に
は
消
極
的
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
自
ら
を
高

め
る
た
め
の
学
び
は
、
会
社
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

各
自
が
会
社
以
外
で
見
つ
け
る
必
要
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
始
め
、
そ
う
し
た
学

び
の
場
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
へ
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
文
科
省
の
推
進
す
る
実
務
家
養
成
の
た
め
の
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
は
、
そ
の
一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
本
稿
が
対
象
に
据
え
る
、
実
務
を
離
れ
た
新
た
な
学

び
を
大
学
に
求
め
る
中
高
年
層
の
目
的
は
右
の
そ
れ
と
は
異
な

る
で
あ
ろ
う
。
現
役
を
離
れ
た
、
あ
る
い
は
離
れ
る
予
定
の
世

代
が
大
学
で
学
ぶ
目
的
は
、
自
ら
の
仕
事
や
昇
進
の
た
め
で
は

な
く
、
残
り
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
だ
け
を
目
指
す
場
合

が
多
い
。

　

第
五
は
、
費
用
負
担
と
の
関
連
で
あ
る
。
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
と
関
係
が
あ
る
場
合
は
、
高
い
授
業
料
負
担
も
苦
に
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
人
生
を
豊
か
に
し
た
い
と
の
必
ず
し

も
明
確
で
な
い
目
的
の
た
め
に
多
額
の
費
用
を
か
け
る
こ
と
に
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は
躊
躇
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
費
用
負
担
に
関
し
て
は
、
大
学

側
に
も
問
題
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
講
師
や
職
員
の
報
酬
、
施

設
利
用
に
伴
う
経
費
、
こ
れ
ら
を
ど
こ
ま
で
負
担
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
学
生
の
授
業
料
収
入
が
、
こ
れ
ら
を
上
回
り
黒

字
を
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
が
問
わ
れ
る
。
赤
字
の
場

合
は
、
大
学
経
営
に
貢
献
す
る
ど
こ
ろ
か
、
足
を
引
っ
張
る
こ

と
に
な
る
。
既
存
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
相
乗
り
な
ど
、
種
々

の
工
夫
が
必
要
に
な
ろ
う
。

　

以
上
、
大
学
が
従
前
よ
り
主
対
象
に
し
て
い
た
年
齢
層
と
は

異
な
る
層
か
ら
の
期
待
は
今
後
増
大
す
る
だ
ろ
う
が
、
多
様
性

が
あ
り
過
ぎ
て
対
象
と
す
る
学
生
を
あ
る
程
度
、
絞
り
込
む
な

ど
の
必
要
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
各
大
学
が
有
す
る
資
源
、
置

か
れ
た
状
況
は
様
々
で
あ
り
、
需
要
の
把
握
に
失
敗
す
る
と
、

大
学
の
経
営
に
貢
献
す
る
ど
こ
ろ
か
多
大
な
る
負
担
を
強
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

結
び
に
か
え
て

　

―
―
慶
應
義
塾
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
構
想
の
提
言
―
―

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
今
後
拡
大
が
予
想
さ
れ
る

社
会
人
を
含
む
中
高
年
層
で
あ
る
が
、
大
学
で
学
ぶ
目
的
や
各

自
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
需
要
を
的
確

に
掴
ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
さ
ら
に
は
希
望
に
適
合
し

た
講
座
や
コ
ー
ス
へ
の
誘
導
等
に
つ
い
て
、
大
学
側
の
体
制
は

十
分
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

慶
應
義
塾
の
場
合
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
三
田
、
日
吉
、
矢
上
、

信
濃
町
、
芝
、
藤
沢
と
、
学
部
大
学
院
の
設
置
に
よ
り
異
な
っ

て
い
る
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
公
開
講
座
で
さ
え
、

キ
ャ
ン
パ
ス
を
超
え
る
と
情
報
を
共
有
で
き
て
い
な
い
。
さ
ら

に
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
が
生
涯
教
育
と
し
て

提
供
で
き
る
既
存
の
講
義
や
コ
ー
ス
は
種
々
存
在
す
る
も
の
の
、

学
外
か
ら
み
る
と
、
そ
の
内
実
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
自

ら
学
び
た
い
内
容
が
、
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ど
の
学
部
や
大
学

院
で
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
参
加
資
格
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ど
の
先
生
の
下
で
学
ぶ
こ
と
が
可
能
な
の

か
、
あ
る
い
は
不
可
能
な
の
か
。
仮
に
可
能
な
ら
ば
費
用
や
時

間
、
ど
の
よ
う
な
書
類
を
揃
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
も
そ

も
、
そ
う
し
た
相
談
窓
口
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
は
、

教
職
員
に
知
り
合
い
が
い
れ
ば
非
公
式
に
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
が
、
知
り
合
い
が
い
な
い
場
合
、
そ
れ
は
不
可

能
で
あ
ろ
う
。
慶
應
の
卒
業
生
な
ら
塾
員
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

そ
こ
で
の
相
談
が
あ
る
程
度
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
同
セ
ン
タ
ー

は
そ
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
関
連
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情
報
が
集
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
質
問
に
的
確
に

答
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
慶
應
義
塾
の
卒
業
生

で
な
け
れ
ば
塾
員
セ
ン
タ
ー
と
は
無
縁
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
提
案
し
た
い
の
が
、
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

よ
う
に
、
慶
應
義
塾
が
設
置
し
て
い
る
講
座
や
課
程
の
中
で
、

希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
提
案
を
行
う
相
談
窓
口
を
創
設

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
全
キ
ャ
ン
パ

ス
の
講
座
や
課
程
の
詳
細
を
把
握
し
て
い
る
必
要
は
な
く
、
相

談
者
に
代
わ
り
関
係
部
署
に
問
い
合
わ
せ
を
行
い
、
慶
應
義
塾

が
提
供
す
る
課
程
や
科
目
、
授
業
や
講
座
の
中
で
合
致
す
る
も

の
が
あ
る
か
否
か
を
調
べ
、
後
日
回
答
す
る
役
割
を
担
う
。
揃

え
る
べ
き
書
類
の
情
報
を
含
め
種
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
業
務

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

さ
ら
に
は
科
目
や
課
程
の
受
講
費
用
を
、
寄
付
金
と
連
動
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
の
企
業
に
は
株
主
優
待
制
度
、
地
方
税

で
は
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
あ
る
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
に
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
に
、
希
望
が
あ
れ
ば
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
は
、
課
程
や
科

目
授
業
の
参
加
だ
け
で
な
く
、
教
室
や
図
書
館
な
ど
の
施
設
利

用
へ
の
便
宜
、
社
員
教
育
に
寄
与
す
る
講
座
受
講
、
産
学
協
同

な
ど
地
元
企
業
と
の
連
携
な
ど
を
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
よ
り
、
産
業
界
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
新
し
い
大
学
像

を
構
築
す
る
可
能
性
が
開
け
る
で
あ
ろ
う
。

　

慶
應
義
塾
の
場
合
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
既
存

の
教
育
制
度
の
中
で
種
々
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え

ば
、
通
信
教
育
は
、
夏
休
み
、
夜
間
、
週
末
と
、
社
会
人
が
受

講
し
や
す
い
ス
ク
ー
リ
ン
グ
授
業
を
既
に
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
授
業
へ
の
参
加
の
道
を
よ
り
積
極
的
に
開
い
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
地
方
在
住
の
人
に
は
、
通
信
教
育
が
既
に
導
入
し

て
い
る
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
受
講
機
会
を
提
供
し
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
は
、
地
方
、
さ
ら
に
は
海
外

に
い
て
も
、
慶
應
義
塾
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
授
業
を
受

け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
が
、
そ
う
し
た
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に

駆
使
し
て
東
京
近
郊
以
外
の
人
に
も
積
極
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
通
信
教
育
課
程

は
、
各
地
方
に
学
生
の
交
流
組
織
で
あ
る
慶
友
会
を
有
し
、
そ

の
主
催
に
よ
る
慶
應
の
現
役
教
員
に
よ
る
地
方
講
演
会
を
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
企
画
の
情
報
提
供
と
参
加
機
会
の
提

供
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
慶
應
義
塾
は

卒
業
生
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
「
三
田
会
」
を
全
国
各
地
に
、
各

業
界
に
、
さ
ら
に
は
海
外
に
多
数
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
組
織
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を
活
用
し
た
講
演
会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
そ
の
情
報
と
参
加

機
会
の
提
供
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
卒
業
生
だ
け

で
な
く
、
広
く
一
般
に
慶
應
義
塾
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
施

策
の
一
環
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
こ
う
し
た
科
目
や
課
程
設
定
、
さ
ら
に
は
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
は
、
費
用
負
担
の
増
大
を
抑
え
る
た
め
出
来
る
限
り

既
存
の
制
度
に
乗
る
形
に
す
る
こ
と
、
同
時
に
、
現
役
教
職
員

の
負
担
増
に
な
ら
な
い
こ
と
を
原
則
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仮

に
、
そ
の
た
め
の
講
座
や
課
程
の
新
設
、
新
た
な
職
員
の
配
置

が
必
要
な
場
合
は
、
定
年
延
長
の
活
用
を
考
え
る
こ
と
が
有
用

で
あ
ろ
う
。
こ
の
定
年
延
長
は
、
あ
く
ま
で
現
役
教
職
員
の
補

完
任
務
の
た
め
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
早

朝
、
夜
間
、
週
末
、
休
祭
日
、
長
期
休
暇
、
こ
れ
ら
の
時
間
や

期
間
へ
の
現
役
教
職
員
の
人
員
配
置
は
困
難
で
あ
る
し
、
多
大

な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
業

務
を
担
当
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
定
年
延
長
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
政
府
は
定
年
延
長
を
推
奨
し
て
い

る
が
、
大
学
に
お
け
る
定
年
延
長
は
、
こ
う
し
た
生
涯
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
、
現
役
教
職
員
の
負
担
増
を
回
避
す
る

た
め
の
処
方
箋
と
し
て
有
効
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

文
科
省
「
高
等
教
育
の
将
来
構
想
に
関
す
る
参
考
資
料　

平
成

三
〇
年
二
月
二
一
日
」http://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/

shingi/chukyo/chukyo 4/042/siryo/__icsFiles/afieldfi
le/2018/02/23/1401754_07.pdf

（
最
終
閲
覧
日　

令
和
元
年
九

月
一
八
日
）。

（
2
）　

河
合
塾
教
育
研
究
所
が
ま
と
め
た
私
立
大
学
の
定
員
充
足
率
の

経
年
変
化
を
ま
と
め
た
表
に
よ
る
と
、
一
九
九
〇
、
九
五
年
、
定

員
を
充
足
し
て
い
な
い
私
立
大
学
は
四
％
に
止
ま
っ
て
い
た
も
の

が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
八
％
、
〇
五
年
三
〇
％
、
〇
六
、
〇
七

年
四
〇
％
、
〇
八
年
四
七
％
と
半
数
近
く
が
定
員
割
れ
を
起
こ
し

て
い
る
。
二
〇
一
四
年
以
降
、
四
五
％
を
前
後
す
る
。
文
科
省
が

首
都
圏
大
学
へ
の
定
員
厳
格
化
方
針
を
打
ち
出
し
た
影
響
で
、
一

七
年
の
三
九
％
、
一
八
年
の
三
六
％
、
一
九
年
の
三
三
％
と
低
下

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
少
子
化
が
続
く
傾
向
に
鑑
み
て
楽
観
で
き

な
い
状
況
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。https://w

w
w
.keinet.ne.jp/

topics/19/20190813.pdf

（
最
終
閲
覧
日　

令
和
元
年
九
月
一
八

日
）。

（
3
）　

こ
れ
ま
で
は
私
立
の
短
期
大
学
の
閉
鎖
や
統
合
が
主
で
あ
っ
た

が
、
四
年
制
の
私
立
大
学
の
閉
鎖
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
4
）　
「
外
国
人
留
学
生
数
の
推
移
」（
文
部
科
学
省
「『
外
国
人
留
学

生
在
籍
状
況
』
及
び
『
日
本
人
の
海
外
留
学
者
数
』
等
に
つ
い
て

　

平
成
三
一
年
一
月
一
八
日
」）。http://w

w
w
.m

ext.go.jp/a_
m

enu/koutou/ryugaku/__icsFiles/afieldfile/2019/01/18�
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/1412692_1.pdf

（
最
終
閲
覧
日　

令
和
元
年
九
月
一
八
日
）。
こ

こ
で
言
う
留
学
生
の
数
は
、
高
等
教
育
機
関
（
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
等
）
で
、
日
本
語
教
育
機
関
に
所
属
す
る
留
学
生

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
5
）　

本
発
表
の
直
前
に
も
、
東
京
福
祉
大
学
の
留
学
生
の
多
く
が
入

学
後
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
問
題
と
な
る
。

本
件
は
正
規
課
程
の
準
備
段
階
の
学
部
研
究
生
の
事
例
で
は
あ
る

が
、
勉
学
以
外
の
就
労
等
を
目
的
と
し
た
留
学
生
の
増
加
を
示
す

と
と
も
に
、
定
員
充
足
の
た
め
こ
う
し
た
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

余
儀
無
く
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
大
学
だ
け
で
な
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
九
年
六
月
一
一
日
）。

（
6
）　
「
政
府
統
計
の
総
合
窓
口　

e-set
」
の
表
2
「
年
齢
（
五
歳
階

級
）、
男
女
別
人
口
及
び
人
口
性
比
―
全
国
（
大
正
九
年
～
平
成
二

七
年
）」
よ
り
作
成
。https://w

w
w
.e-stat.go.jp/stat-search/fi

les?page=1&
layout=datalist&

toukei=00200521&
tstat=000

001011777&
cycle=0&

tclass1=000001011778

（
最
終
閲
覧
日

　

令
和
元
年
九
月
一
八
日
）。

（
7
）　

同
右
。

（
8
）　
「
平
均
寿
命
の
推
移
と
将
来
推
計
」（
内
閣
府
『
平
成
三
〇
年
版

高
齢
社
会
白
書
』）https://w

w
w
8.cao.go.jp/kourei/w

hitepaper/
w
-2018/htm

l/zenbun/s1_1_1.htm
l

（
最
終
閲
覧
日　

令
和
元

年
九
月
一
八
日
）。

（
9
）　

文
部
科
学
省
専
門
教
育
課
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
向
け
て
」

（
平
成
三
〇
年
七
月
三
一
日
）。http://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_
m

enu/shingi/chukyo/chukyo4/043/siryo/__icsF
iles/

afieldfile/2018/08/03/1407795_2.pdf

（
最
終
閲
覧
日　

令
和
元

年
九
月
一
八
日
）。

（
10
）　https://w

w
w

.keio.ac.jp/ja/academ
ics/lifelong-

learning/

（
最
終
閲
覧
日　

令
和
元
年
九
月
一
八
日
）。

（
11
）　

文
部
科
学
省
「
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
二
五
（
三
〇
）
歳
以

上
入
学
者
割
合
の
国
際
比
較
」（『
高
等
教
育
の
将
来
構
想
に
関
す

る
参
考
資
料
』、
平
成
三
〇
年
三
月
二
七
日
）。
大
学
院
の
博
士
課

程
に
つ
い
て
は
、
三
〇
歳
以
上
の
人
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
で
三
九
・
八
％
に
比
し
、
日
本
は
四
一
・
八
％
と

殆
ど
そ
の
差
異
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
に
お
い
て
は
博

士
の
学
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
、
外
国
に
比
し
困
難
な
た
め
、
結

果
と
し
て
平
均
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
で
、
社
会
人
入
学
者
の
比

率
が
外
国
並
み
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。http://w

w
w
.

m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/__

icsFiles/afieldfile/2018/03/30/1403109_13.pdf

（
最
終
閲
覧

日　

令
和
元
年
九
月
一
八
日
）。

〔
注
記
〕　

本
稿
は
、「『
慶
應
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
』
構
想
に
つ
い
て
」
と

題
し
発
表
し
た
内
容
を
元
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

表
記
の
通
り
の
標
題
に
し
、
学
会
で
の
そ
れ
は
副
題
に
生
か
す
改

訂
を
行
っ
て
い
る
。
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